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互いに独立な変数に変換することを考えるo変換された内部変数 qk,裾 ま, N-l′2の










強く励起 している状態を取 り扱 う方法として,この集団運動に目をつけ,この運動を
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lp n･Hk]-0･ lp n･Hk]-0
を同時に満足することである｡
pnは次の形に求まるo(18)
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-(i/a)8k,k′+0(N-1/2)o (3-3)






















さらに,集団座標 Ekと個別座標 qkは ConfigurationSpaceで互いに直交しているo
即ち,
･(侶 k,･(Vnq.′)-宅(Vn･Ek)･(Vnお e乙k′.rn′)TL






























































もN~1の orderまで正確な正準変数 Ek,Hk･qk,Bkを兄い出せると確信 している｡
内部変数を導入する方法は集団運動だけでなく,個別励起の性質を理解するうえで,
重要な寄与をするであろうし,又個別励起間の相互作用の問題や,集団励起とcocysling
の取 り扱い等も容易になるであろう｡次回は,これ らの力学変数を用いて Hamiltonian
を Colectiveな部分と individualな部分-分離し,各々の励起状態の性質についての議
論を予定している｡
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